
▲ 現在の外観 ▲設置時の様子



女川原子力発電所周辺の放射線はモニタリングポスト※１やモニタリングステーション※２で
測定･監視しており、その測定値は宮城県および当社ホームページで公開しています。
発電所敷地内に設置してあるモニタリングポストの2023年1２月３1日の測定値は、最大で

０．０５６マイクロシーベルト／時程度で安定しており、健康に影響を与えるレベルではありません。

《女川原子力発電所周辺の放射線量は安定しています》

※１モニタリングポストは発電所敷地周辺の環境放射線を測定しています。女川原子力発電所の敷地境界には６基のモニタリング
ポストが設置されています。

※２モニタリングステーションは環境放射線に加えて気象データを測定しています。
※３モニタリングポストの測定値は、宇宙線（宇宙空間を飛び交う高エネルギーの放射線）の影響分が含まれない

ため、モニタリングステーションの測定値より０．０２～０．０４マイクロシーベルト／時程度低い測定値と
なっています。

※４東京電力福島第一原子力発電所からの放射性物質の放出に伴い測定されたもので、測定された時間は約１０分間です。

単位：マイクロシーベルト/時

（参考）モニタリングポストの
　　　　　　　  最小値と最大値※３

モニタリングステーションの測定状況
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